
毎年度

[目標設定理由]高齢者大学の学生数を確保し充実す
ることが、高齢者に幅広い学習機会を提供すること
につながるため

学生数（４年制、地
域活動実践講座、コ
ミュニティ講座）

従事人員

9.2人139,687 千円 124,730 千円

事業の目標

事務事業評価資料

事
業
に
要
す
る
コ
ス
ト

事業費①

人件費②

総コスト
（①＋②）

9.2人82,009 千円

事業目的

69,462 千円

方 向 性

55,268 千円

H19

(173 千円)

従事人員

従事人員 従事人員

8.2人

平成21年度当初予算額

(53,290 千円)

53,290 千円

従事人員

施策名

事業名

20年度
見込み

平成20年度当初予算額

(55,268 千円)

区 分

8.2人

①できるだけ多くの高齢者に学習と社会参加の機会を提
供するため、講座の学生数を確保する。

実
施
方
針

評
価
結
果

説

明

高齢者の生きがいづくりと社会参加を積極的に支援していくため、県内の高齢者大学との連携を
図りながら、引き続き効果的に事業を実施していく。
また、退職期を迎えた団塊世代の地域デビューが社会的課題とされる中、団塊世代等が地域の魅

力を学びながら地域社会へ軟着陸を図ることを目的としたコミュニティ講座を平成21年度から新た
に開設する。

実施手法の
見直し内容

民間・市町との役割分担

受益と負担の適正化

必 要 性

目標の達成度
を示す指標

(211 千円)

指標名
19年度
実績

661人

目 標

目標値 年度

660人
(定員) (197 千円)

57,678 千円

・受益と負担の観点から、民間の類似施設の状況等を勘案し、平成20年度より受講料を
年間24千円から60千円に見直しを実施した。

21年度
目標

達成率（％）

H20 H21

660人632人

生涯学習の推進

阪神シニアカレッジ運営費

平成19年度決算額

(57,678 千円)

高齢者の生きがいづくりと社会参加を支援するため、総合的・体系的な学習機会を提供

所管部局課名

担当者電話番号

企画県民部県民文化局県民生活課

生涯学習係 078-362-3894

従事人員

事業開始年度 平成９年

114,318 千円 7.3人

61,028 千円 7.3人

100.2 95.8 100.0

有 効 性

効 率 性

・県下各地域では、約2万人の高齢者学生や学生OBが様々な地域づくり活動に参加してい
ることなどから､少子・高齢化社会を迎えるにあたり､高齢者が積極的に地域に参画する
きっかけづくりを支援するという点において、高齢者大学の実施は必要不可欠である。
・退職期を迎えた団塊世代の地域デビューが社会的課題とされる中、平成21年度から開
設するコミュニティ講座は、団塊世代等が地域の魅力を学びながら地域社会へ軟着陸を
図ることを目的としており、必要性は非常に高い。

・これまでのところ概ね、定員を満たしており、また、学生に対するアンケート結果で
も、8割近くの学生が高齢者大学で学んだことにより地域づくり活動への参画意識が強
まったと回答するなど、高い事業効果が認められる。

・平成20年度より受講料の増額見直しを実施し、講座の内容充実を図りながら、学生一
人あたりにかかるコストを年々抑制しており、効率的に事業を実施している。

・県では、知識・教養を深める講座から主に地域づくり活動の人材養成という公益性の
高い内容を視野に入れた総合的、体系的な学習機会を提供、一方、市町では趣味・教養
分野を中心としたものを実施しており、役割分担は図られている。

新規 拡充

凍結(休止)

負担割合変更 事務改善

継続 実施手法の見直し

その他ＰＦＩ

延長 終期設定

民間移譲

廃止 縮小 統合

民間委託市町移譲

事業内容
①４年制講座、②地域活動実践講座(2年制)、③コミュニティ講座
(2年制)


